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一

は
じ
め
に

　

考
古
資
料
の
な
か
で
も
線
刻
や
壁
画
な
ど
の
図
像
は
、
視
覚
的
印
象
に
よ
る
比

較
で
は
な
く
、
関
係
す
る
記
事
や
記
述
を
考
古
資
料
に
よ
っ
て
批
判
し
た
う
え
で

考
究
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
図
像
資
料
は
難
解
な
研
究
対
象
で
あ
り
、

た
ん
な
る
絵
画
的
検
討
の
み
で
は
、
描
画
や
表
現
の
背
景
を
含
め
た
同
時
代
的
な

実
態
の
解
明
に
結
び
つ
か
な
い
。
と
く
に
日
本
古
代
の
図
像
の
あ
る
考
古
資
料
は

傍
題
な
ど
が
な
く
、
画
題
が
不
詳
で
、
各
々
の
場
面
や
図
像
の
具
体
的
な
意
味
も

不
明
な
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
た
だ
し
、
図
像
構
成
要
素
の
考
古
学
的
検
討

か
ら
、
時
代
・
時
期
や
属
性
が
知
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
一
種
の
図

像
学
的
方
法
に
よ
っ
て
分
析
可
能
と
な
る
。
こ
う
し
た
事
例
に
つ
い
て
は
か
つ
て

検
討
し
た
が（（
（

、
本
論
で
取
り
上
げ
る
安
福
寺
横
穴
の
線
刻
画
に
関
し
て
は
、
先
学

に
よ
る
指
摘
や
示
唆
が
、
そ
の
後
の
研
究
に
十
分
に
生
か
さ
れ
て
い
な
い
点
が
多

い
。
そ
れ
は
東
ア
ジ
ア
を
含
む
ユ
ー
ラ
シ
ア
的
な
多
様
な
視
点
か
ら
の
検
証
が
必

　

大
阪
府
柏
原
市
安
福
寺
北
群
一
〇
号
横
穴
の
線
刻
図
像
の
な
か
で
中
央
の

鳥
羽
冠
を
被
っ
た
人
物
に
つ
い
て
、
時
期
的
に
近
い
東
ア
ジ
ア
の
類
例
と
比

較
検
討
し
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
四
世
紀
か
ら
九
世
紀
頃
に
は
、
鳥
羽
冠
が
古
代

朝
鮮
半
島
人
を
識
別
し
、
認
識
す
る
次
元
で
の
図
像
要
素
で
あ
る
こ
と
を
述

べ
た
。
加
え
て
、
安
福
寺
人
物
図
は
頭
椎
大
刀
の
表
現
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の

要
素
か
ら
同
時
代
の
線
刻
画
と
し
た
。
ま
た
、
高
句
麗
壁
画
の
鳥
羽
冠
人
物

図
と
酷
似
す
る
こ
と
か
ら
、
八
世
紀
以
降
の
文
献
史
料
で
は
百
済
系
渡
来
人

氏
族
の
集
住
地
と
さ
れ
た
が
、
考
古
資
料
に
よ
っ
て
彼
ら
の
対
外
認
識
を
明

ら
か
に
し
、
渡
来
系
集
団
の
実
態
を
示
し
た
。
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線
刻
人
物
図
と
古
墳
時
代
地
域
集
団
の
対
外
認
識
（
門
田
誠
一
（

二

要
で
あ
る
た
め
で
あ
り
、
本
論
で
は
以
上
の
問
題
意
識
に
よ
っ
て
、
安
福
寺
横
穴

の
線
刻
人
物
図
を
再
検
討
し
て
み
た
い
。

一　

安
福
寺
横
穴
と
線
刻
画

　

大
阪
府
柏
原
市
に
所
在
す
る
安
福
寺
横
穴
は
著
名
な
遺
跡
で
は
あ
る
が
、
考
察

に
先
立
っ
て
基
本
的
な
知
見
を
整
理
し
て
お
く
。
大
和
川
と
石
川
の
合
流
点
の
南

側
に
位
置
す
る
標
高
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
の
玉
手
山
丘
陵
の
周
辺
は
古
代
に
は

河
内
国
安
宿
郡
に
該
当
し
、
古
代
遺
跡
や
古
墳
の
密
集
す
る
地
帯
で
あ
る
（
図
（

─
（
（。
そ
の
う
ち
玉
手
山
丘
陵
の
安
福
寺
参
道
に
は
北
・
南
・
北
西
の
三
か
所

に
四
〇
基
の
横
穴
群
が
所
在
し
て
い
る
。
安
福
寺
横
穴
群
の
造
営
時
期
に
関
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
に
よ
っ
て
六
世
紀
半
ば
か
ら
六
世
紀
後
半
頃
ま
で
を
中
心

と
す
る
と
み
ら
れ
て
い
る（（
（

。

　

こ
の
う
ち
、
参
道
北
群
の
な
か
で
中
央
部
に
位
置
す
る
一
〇
号
横
穴
は
奥
壁
か

ら
み
て
左
側
（
南
側
（
の
壁
面
に
三
体
の
人
物
図
が
三
体
の
線
刻
人
物
図
が
発
見

さ
れ
て
い
る
（
図
（
─
（
、
（
─
（
（（
（
（

。
採
集
・
出
土
遺
物
は
知
ら
れ
て
い
な
い

が
、
原
報
告
で
は
横
穴
の
形
態
か
ら
六
世
紀
後
葉
頃
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　

線
刻
人
物
図
の
う
ち
、
向
か
っ
て
左
側
の
人
物
図
（
以
下
で
は
左
側
人
物
図
と

略
称
（
は
障
泥
を
付
け
た
鞍
に
跨
っ
た
騎
馬
の
姿
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
中
央
の

人
物
図
（
以
下
で
は
中
央
人
物
図
と
略
称
（
は
頭
部
に
数
条
の
細
い
羽
の
よ
う
な

飾
り
を
付
け
た
冠
状
の
も
の
を
被
っ
て
い
る
。
こ
の
人
物
図
の
衣
服
は
上
衣
の
胸

前
で
襟
合
わ
せ
が
み
ら
れ
る
が
、
前
合
わ
せ
の
状
態
は
不
明
で
あ
る
。
左
手
側
は

筒
袖
状
を
呈
し
て
お
り
、
掌
の
描
写
が
な
く
、
袖
の
中
に
隠
れ
た
様
子
を
表
し
て

い
る
と
み
ら
れ
る
。
右
手
側
の
袖
の
先
端
は
、
尖
っ
て
い
る
が
、
掌
の
表
現
が
な

い
こ
と
か
ら
、
右
手
側
と
同
様
の
筒
袖
を
表
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
下
衣
は
裾

が
す
ぼ
ま
ら
な
い
ズ
ボ
ン
状
あ
り
、
足
元
に
は
履
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　

右
側
の
人
物
図
（
以
下
で
は
右
側
人
物
図
と
略
称
（
は
頭
部
に
被
り
物
が
表
現

さ
れ
、
上
衣
は
筒
袖
状
を
呈
す
る
が
、
左
右
の
手
が
袖
か
ら
出
た
状
態
あ
り
、
襟

合
わ
せ
は
右
前
と
み
ら
れ
る
。
下
衣
も
裾
の
幅
が
す
ぼ
ま
ら
な
い
形
状
で
あ
る
。

上
衣
の
下
端
で
あ
る
腰
の
部
分
に
刀
剣
を
佩
用
し
て
お
り
、
把
（
柄
（
頭
の
形
状

は
拳
状
で
あ
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
頭
椎
大
刀
を
表
現
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

以
上
の
三
体
の
線
刻
人
物
図
う
ち
、
左
側
人
物
図
に
つ
い
て
は
調
査
経
緯
や
経

過
、
刻
線
の
浅
さ
な
ど
か
ら
、
横
穴
造
営
当
時
の
も
の
で
は
な
く
、
偽
刻
や
後
世

の
線
刻
と
す
る
見
方
も
あ
る（（
（

。
い
っ
ぽ
う
、
中
央
人
物
図
と
右
側
人
物
図
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
三
体
の
人
物
図
に
共
通
し
て
朝
鮮
半
島
的
な
風
俗
と
み
て
、
こ

れ
ら
の
線
刻
図
像
が
横
穴
築
造
時
の
も
の
か
不
明
と
し
つ
つ
も
、
風
俗
か
ら
み
て

相
当
古
い
も
の
と
し
、
こ
れ
ら
の
線
刻
図
像
の
背
景
に
は
『
新
撰
姓
氏
録
』
に
河

内
地
域
に
渡
来
系
氏
族
が
多
い
こ
と
か
ら
、
被
葬
者
が
「
帰
化
人
」
で
あ
っ
た
と

す
る
見
解
が
あ
る（（
（

。
ま
た
、
安
福
寺
北
群
一
〇
号
横
穴
の
人
物
図
は
頭
に
羽
根
状

の
も
の
を
つ
け
、
ズ
ボ
ン
な
ど
の
衣
服
が
高
句
麗
系
の
筒
袖
で
あ
り
、
襟
の
合
わ

せ
方
な
ど
の
点
で
高
句
麗
系
の
服
装
で
あ
り
、
高
句
麗
系
ま
た
は
百
済
系
の
画
工

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
高
松
塚
古
墳
人
物
画
像
の
古
相
を
呈
す
る
と
い
う
示
唆
が

あ
る（（
（

。
そ
の
他
に
、
左
側
人
物
図
に
対
し
、
馬
に
乗
っ
た
貴
人
か
官
人
を
表
現
し
、

こ
れ
ら
が
高
句
麗
古
墳
壁
画
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
と
い
う
言
説
が
あ
る（（
（

。

ま
た
、
左
側
人
物
図
の
騎
馬
表
現
が
高
句
麗
古
墳
壁
画
と
類
似
に
言
及
し
、
高
松

塚
古
墳
壁
画
と
と
も
に
近
傍
で
あ
る
河
内
国
丹
比
郡
土
師
里
を
本
拠
地
と
す
る
河
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1 飛鳥戸郡（安宿郡）の概範囲と
　関係遺跡

図 1　飛鳥戸郡（安宿郡）の範囲（ （）と安福寺北群（0号横穴（ （）



線
刻
人
物
図
と
古
墳
時
代
地
域
集
団
の
対
外
認
識
（
門
田
誠
一
（

四

内
画
師
に
よ
る
も
の
と
す
る
説
や（（
（

安
福
寺
横
穴
群
を
百
済
系
豪
族
の
墳
墓
と
し
つ

つ
、
線
刻
画
が
高
句
麗
古
墳
壁
画
と
の
類
似
を
示
唆
す
る
言
説
も
あ
る（（
（

。
こ
の
よ

う
な
指
摘
の
な
か
で
、
中
央
人
物
図
の
冠
と
高
句
麗
・
双
楹
塚
（
平
安
南
道
龍
岡

郡
（
騎
馬
人
物
図
の
冠
人
物
図
と
の
具
体
的
な
比
較
も
み
ら
れ
る（（1
（

。
右
側
人
物
図

に
関
し
て
、
冠
は
山
字
形
で
あ
り
、
大
安
里
一
号
墳
（
平
安
南
道
南
浦
市
（
人
物

図
の
冠
に
類
例
を
求
め
、
袖
の
長
い
衣
服
は
安
岳
三
号
墳
（
黄
海
南
道
安
岳
郡
（

墓
主
像
な
ど
に
類
似
し
、
貴
人
の
象
徴
的
服
装
と
す
る
。
そ
し
て
、
中
央
人
物
図

は
冠
帽
に
鳥
毛
風
の
飾
り
が
あ
り
、
衣
服
は
筒
袖
の
上
着
に
ズ
ボ
ン
風
の
袴
を
着

け
、
舞
踊
塚
の
狩
猟
場
面
の
騎
馬
人
物
図
と
類
似
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の
よ

う
な
服
装
の
人
物
か
ら
、
安
福
寺
北
群
一
〇
横
穴
の
被
葬
者
は
騎
馬
文
化
を
も
っ

た
渡
来
系
の
人
々
と
し
、
生
前
の
物
語
を
図
像
化
し
た
と
す
る
見
方
が
あ
る（（（
（

。
こ

う
し
た
指
摘
の
後
に
も
大
陸
に
由
来
す
る
衣
服
と
す
る
示
唆
が
あ
る（（1
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
、
こ
れ
ら
の
重
要
な
示
唆
や
言
及
は
検
証
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
安
福
寺
北
群
一
〇
号
横
穴
の
線
刻
人
物
図
に
関
す
る
新
た
な
視
点
か
ら

の
研
究
や
専
論
は
現
在
に
い
た
る
ま
で
顕
著
な
成
果
が
み
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
、

本
論
で
は
こ
れ
ま
で
積
極
的
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
中
央
人
物
図
と

右
側
人
物
図
に
つ
い
て
、
被
り
物
や
衣
服
お
よ
び
佩
刀
の
柄
頭
の
形
態
と
そ
の
同

時
代
的
認
識
に
つ
い
て
考
古
学
的
に
再
検
討
す
る
。

二　

線
刻
画
人
物
の
冠
と
衣
服
の
分
析

　

安
福
寺
北
群
一
〇
号
横
穴
の
線
刻
人
物
図
の
検
討
に
必
要
な
知
見
を
あ
げ
た
い
。

中
央
人
物
図
の
頭
部
先
端
に
は
線
状
の
飾
り
が
左
側
か
ら
右
側
に
向
か
っ
て
徐
々

に
短
く
な
る
よ
う
に
四
本
程
度
表
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
下
部
の
被
り
物
の
表
現
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
飾
り
が
付
属
す
る
の
は
冠
の
よ
う
な
被
り
物
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
の
人
物
の
衣
服
の
袖
は
長
く
、
掌
が
見
え
な
い
程
度
の
長
さ
で
あ

る
こ
と
も
特
徴
的
で
あ
る
。
ま
た
、
下
肢
の
衣
服
は
腰
の
部
分
か
ら
、
つ
ま
先
ま

で
、
ほ
ぼ
幅
が
変
わ
ら
ず
、
ズ
ボ
ン
状
を
呈
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
人
物
図
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
こ
れ

ま
で
朝
鮮
半
島
風
の
人
物
で
あ
る
と
か
、
高
句
麗
の
人
物
な
ど
の
言
及
が
あ
り
、

重
要
な
提
言
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
、
論
点
が
深
化
さ
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
と
く
に
高
句
麗
の
人
物
と
い
う
指
摘
は
、
中
央
人
物
図
の
属
性
や

年
代
の
検
討
に
は
重
大
な
意
味
を
も
つ
。
本
論
で
は
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
考

古
資
料
に
よ
っ
て
証
し
て
い
き
た
い
。

（
一
）
中
央
人
物
図
の
鳥
羽
状
の
被
り
物

　

中
央
人
物
図
の
頭
部
に
表
現
さ
れ
た
鳥
羽
状
の
被
り
物
に
関
連
し
て
、
鳥
羽
状

の
冠
や
そ
の
図
像
は
朝
鮮
半
島
か
ら
中
国
、
中
央
ア
ジ
ア
に
み
ら
れ
る
。
そ
の
う

ち
、
安
福
寺
横
穴
群
と
時
期
的
に
ち
か
い
五
・
六
世
紀
に
は
、
主
に
新
羅
・
加
耶

に
お
い
て
鳥
羽
状
ま
た
は
鳥
翼
状
の
金
製
・
金
銅
製
冠
に
み
ら
れ
、
鳥
羽
冠
ま
た

は
鳥
翼
冠
と
呼
ば
れ
る（（1
（

。
こ
れ
ら
は
基
本
的
に
立
飾
り
の
幅
が
広
く
、
鳥
の
翼
の

よ
う
な
形
態
を
し
て
お
り
（
図
（
─
（
（、
私
見
と
し
て
は
鳥
翼
冠
の
名
称
が
相

応
し
い
と
考
え
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
朝
鮮
三
国
時
代
の
金
属
製

冠
の
形
態
は
、
本
論
で
対
象
と
す
る
安
福
寺
北
一
〇
号
横
穴
人
物
図
の
細
く
数
の

多
い
鳥
羽
状
の
被
り
物
と
は
形
状
が
異
な
る
。

　

い
っ
ぽ
う
、
高
句
麗
壁
画
古
墳
の
人
物
図
に
み
ら
れ
る
鳥
羽
を
用
い
た
冠
や
被

り
物
に
つ
い
て
は
、
は
や
く
か
ら
研
究
が
あ
り
、
中
国
史
料
と
の
関
連
に
お
い
て
、



佛
教
大
学
　
歴
史
学
部
論
集
　
第
一
三
号
（
二
〇
二
三
年
三
月
）

五

図 2　安福寺北群（0号横穴線刻人物図と関連資料



線
刻
人
物
図
と
古
墳
時
代
地
域
集
団
の
対
外
認
識
（
門
田
誠
一
（

六

折
風
・
幘
な
ど
に
類
別
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る（（1
（

。
そ
の
根
拠
と
さ
れ
た
中
国
史
料
の

う
ち
、
編
纂
年
次
が
比
較
的
さ
か
の
ぼ
る
史
書
の
記
事
を
あ
げ
る
と
、『
魏
書
』

高
句
麗
伝
に
「
頭
に
折
風
を
著
（
つ
（
く
、
そ
の
形
は
弁
の
如
し
、
旁
に
鳥
羽
を

挿
す
。
貴
賤
差
有
り
」
と
あ
る
。『
隋
書
』
高
麗
伝
に
は
「
人
は
皆
皮
冠
に
し
て
、

使
人
は
加
え
て
鳥
羽
を
挿
す
」
と
あ
る（（1
（

。
ま
た
、『
旧
唐
書
』
高
麗
伝
に
は
「
官

の
貴
な
る
は
、
則
ち
青
羅
を
冠
と
な
し
、
次
に
緋
羅
を
以
て
し
、
二
つ
の
鳥
羽
を

挿
し
、
及
び
金
銀
を
飾
と
な
す
」
と
あ
り（（1
（

、
官
人
の
高
貴
な
位
の
者
は
青
い
羅
を

冠
と
し
、
次
の
位
の
者
は
緋
色
の
羅
を
冠
と
し
、
二
つ
の
鳥
の
羽
を
（
冠
に
（
挿

し
て
、
ま
た
金
銀
を
飾
り
と
す
る
、
と
説
明
さ
れ
て
い
る（（1
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

の
よ
う
な
史
料
に
よ
る
冠
の
名
称
比
定
と
そ
の
保
有
階
層
の
関
係
に
つ
い
て
は
壁

画
の
墨
書
傍
題
な
ど
の
直
接
的
な
証
左
は
な
い
た
め
、
本
論
で
は
鳥
羽
状
の
冠
全

体
を
包
括
す
る
用
語
と
し
て
鳥
羽
冠
を
用
い
、
そ
の
な
か
で
金
属
製
冠
な
ど
に
み

ら
れ
る
幅
の
広
い
一
群
を
鳥
翼
冠
と
措
定
し
て
お
き
た
い
。

　

こ
こ
で
鳥
羽
冠
と
総
称
し
た
遺
物
は
図
像
も
含
め
て
、
多
種
・
多
様
で
あ
る
た

め
、
本
論
に
必
要
な
範
囲
で
整
理
し
て
お
く
。
ま
ず
、
鳥
羽
状
あ
る
い
は
鳥
翼
状

と
称
さ
れ
る
金
属
製
の
冠
の
羽
状
の
部
分
は
、
材
質
的
限
界
か
ら
、
幅
の
広
い
形

状
で
あ
り
、
用
語
と
し
て
は
鳥
翼
冠
が
適
当
と
考
え
る
。
い
っ
ぽ
う
、
鳥
羽
冠
と

総
称
し
た
図
像
の
な
か
に
も
、
以
下
に
ふ
れ
る
よ
う
に
短
く
直
立
し
た
二
本
の
鳥

羽
を
挿
し
た
冠
（
図
（
の
諸
例
（
と
、
後
方
に
な
び
く
ほ
ど
に
長
く
延
び
た
二
本

な
い
し
数
条
の
長
い
鳥
羽
か
ら
な
る
形
状
の
被
り
物
に
大
別
で
き
る（（1
（

。

　

高
句
麗
壁
画
古
墳
に
描
か
れ
た
鳥
羽
冠
の
な
か
で
も
、
長
く
延
び
た
二
本
の
鳥

羽
ま
た
は
数
条
の
長
い
鳥
羽
か
ら
な
る
と
み
ら
れ
る
鳥
羽
冠
は
高
句
麗
壁
画
古
墳

に
し
ば
し
ば
み
ら
れ
、
そ
の
代
表
例
と
し
て
は
舞
踊
塚
（
吉
林
省
集
安
市
・
五
世

紀
前
半
、
図
（
─
（
（（
（1
（

、
龕
神
塚
（
平
安
南
道
温
泉
郡
・
五
世
紀
前
半
、
図
（
─

（
（（
11
（

な
ど
を
典
型
と
す
る
人
物
図
が
知
ら
れ
る（1（
（

。
こ
れ
ら
の
鳥
羽
冠
は
形
状
的
に

安
福
寺
北
群
一
〇
号
中
央
人
物
図
と
酷
似
す
る
。
こ
れ
ら
の
鳥
羽
冠
の
図
像
の
う

ち
、
そ
の
典
型
で
あ
る
舞
踊
塚
で
は
、
そ
の
命
名
の
も
と
に
な
っ
た
舞
踊
す
る
人

物
群
の
な
か
に
長
い
鳥
羽
状
の
被
り
物
を
被
っ
た
人
物
が
描
か
れ
て
お
り
、
舞
踊

を
提
供
す
る
人
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
階
層
的
に
は
高
位
に
属
す
る
と
は
考
え
ら

れ
な
い
。
た
だ
し
、
舞
踊
塚
で
は
騎
馬
で
弓
を
射
る
人
物
が
多
条
の
鳥
羽
か
ら
な

る
冠
を
被
っ
て
お
り
、
龕
神
塚
で
は
長
刀
を
保
持
し
、
肩
に
担
い
だ
兵
士
と
み
ら

れ
る
人
物
が
こ
の
種
の
鳥
羽
冠
を
被
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
壁
画
古
墳

の
墓
主
と
な
る
よ
う
な
一
定
の
高
位
階
層
よ
り
も
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
舞
人
・
狩

猟
す
る
武
人
・
兵
士
な
ど
よ
り
下
位
の
階
層
の
人
士
が
、
こ
の
種
の
鳥
羽
冠
の
保

有
者
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

い
っ
ぽ
う
、
鳥
羽
冠
を
被
っ
た
人
物
図
に
つ
い
て
は
、
近
年
で
朝
鮮
半
島
以
外

の
例
も
含
め
た
総
合
的
、
類
型
的
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る（11
（

。
と
く
に
高
句
麗
壁

画
古
墳
を
主
体
と
す
る
朝
鮮
三
国
以
外
の
鳥
羽
冠
の
人
物
図
の
類
型
と
し
て
、
朝

貢
図
（
梁
・
職
貢
図
の
模
本
の
一
種
と
さ
れ
る
故
宮
博
物
院
蔵
伝
・
唐
代
閻
立
本

王
会
図
（
傍
題
に
高
麗
〔
高
句
麗
〕（
11
（

（・
図
（
─
（
、
同
・
五
代
南
唐
顧
徳
謙
模
梁

元
帝
蕃
客
入
朝
図
（、
墳
墓
壁
画
の
使
節
図
（
唐
・
章
懐
太
子
李
賢
［
六
五
五
～

六
八
四
］
墓（11
（

・
図
（
─
（
（、
仏
教
経
典
の
維
摩
経
変
相
図
な
ど
（
敦
煌
莫
高
窟

二
二
〇
、
二
三
七
、
三
三
二
、
三
三
五
号
石
窟
な
ど（11
（

・
図
（
─
（
（、
舎
利
分
配

図
（
都
管
七
国
六
弁
銀
盒
〔
晩
唐
ま
た
は
九
世
紀
中
葉
～
後
半（11
（

〕・
図
（
─
（
、

陝
西
省
藍
田
県
法
池
寺
址
玉
製
舎
利
函
〔
唐
代
早
期（11
（

〕・
図
（
─
（
、
泉
屋
博
古

館
所
蔵
石
函
〔
唐
・
粛
宗
期
八
世
紀
中
葉（11
（

〕
な
ど
（・
中
央
ア
ジ
ア
の
使
節
図
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九

（
サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
ア
フ
ラ
シ
ア
ブ
遺
跡
壁
画
・
七
世
紀
半
ば（11
（

・
図
（
─
（
（
な

ど
に
分
類
さ
れ
、
年
代
と
し
て
は
大
略
四
世
紀
か
ら
九
世
紀
頃
に
及
ぶ
。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、
そ
も
そ
も
維
摩
経
変
相
図
の
鳥
羽
冠
の
人
物
は
仏
典
で
あ
る

『
維
摩
経
』
に
お
け
る
維
摩
の
病
気
を
見
舞
う
諸
菩
薩
や
仏
弟
子
、
在
家
の
人
士

な
ど
の
多
様
な
人
物
群
の
な
か
に
表
現
さ
れ
て
お
り
、
経
典
の
内
容
を
中
国
的
な

絵
画
化
し
た
場
面
で
あ
る（11
（

。

　

い
っ
ぽ
う
、
鳥
羽
冠
の
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
ア
フ
ラ
シ
ア
ブ
遺
跡
壁
画
を
実

際
の
遣
使
に
よ
る
も
の
と
し
て
、
朝
鮮
半
島
か
ら
の
経
路
を
推
定
す
る
見
解
も
あ

る
が（1（
（

、
サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
王
が
自
ら
の
権
威
を
朝
貢
図
と
し
て
使
節
の
姿
を
示
す

こ
と
は
肯
定
し
つ
つ
も
、
実
際
の
使
節
や
遣
使
に
伴
う
と
す
る
こ
と
に
は
疑
義
が

呈
さ
れ
て
い
る（11
（

。

　

金
属
器
や
石
製
品
に
舎
利
に
関
係
す
る
場
面
が
表
現
さ
れ
る
事
例
の
場
合
、
た

と
え
ば
都
管
七
箇
国
六
弁
銀
盒
に
関
し
て
、
新
羅
人
・
高
句
麗
人
・
渤
海
人
な
ど

の
説
が
あ
る
こ
と
は
、
逆
に
鳥
羽
状
冠
の
人
物
が
朝
鮮
三
国
時
代
の
人
物
と
認
識

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る（11
（

。

　

こ
の
よ
う
な
鳥
羽
冠
の
人
物
図
に
つ
い
て
は
、
中
国
周
辺
の
異
民
族
が
皇
帝
へ

の
朝
貢
を
画
題
と
し
た
唐
代
の
王
会
図
や
そ
れ
以
前
の
い
わ
ゆ
る
職
貢
図
な
ど
の

異
民
族
が
皇
帝
の
徳
を
慕
っ
て
来
貢
す
る
画
題
も
含
め（11
（

、
実
際
の
遣
使
の
有
無
と

使
節
図
の
信
憑
性
に
つ
い
て
は
個
別
的
な
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
使
節
を
迎
え
た

儀
式
と
そ
の
主
催
者
で
あ
る
王
や
皇
帝
の
権
威
を
高
め
、
あ
る
い
は
政
治
的
意
味

が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
維
摩
経
変
相

図
に
関
し
て
は
説
話
の
な
か
の
場
面
で
あ
っ
て
、
現
実
の
時
空
を
表
し
た
も
の
で

は
な
い（11
（

。
こ
れ
ら
の
事
例
に
よ
っ
て
、
鳥
羽
冠
は
現
実
の
遣
使
や
訪
問
を
そ
の
ま

ま
表
現
し
た
と
い
う
よ
り
は
、
古
代
の
朝
鮮
三
国
時
代
の
人
物
の
認
識
を
表
徴
す

る
要
素
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
鳥
羽
を
用
い
た
冠
に
対
す
る
中
国
に
お
け
る
認
識
を
示
す
話
柄

と
し
て
、『
史
記
』
仲
尼
弟
子
列
伝
に
み
え
る
仲
由
（
子
路
（
に
関
す
る
記
述
が

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
孔
子
よ
り
九
歳
年
少
の
子
路
は
性
格
が
粗
野
で
、
勇
気
と
腕

力
を
好
み
、
剛
直
で
あ
っ
た
。
雄
鶏
の
羽
根
で
作
っ
た
冠
を
か
ぶ
り
、
雄
豚
の
皮

で
作
っ
た
飾
り
を
腰
に
さ
げ
、
孔
子
を
威
圧
し
よ
う
と
し
た
。
孔
子
は
礼
法
を
教

え
、
子
路
を
導
い
た
の
で
、
子
路
は
そ
の
後
、
儒
者
の
服
を
着
て
身
を
孔
子
に
ゆ

だ
ね
、
門
人
と
し
て
弟
子
に
な
ろ
う
と
願
っ
た
、
と
あ
る（11
（

。
こ
こ
で
は
鶏
の
羽
の

冠
が
儒
教
的
礼
俗
と
は
相
反
す
る
も
の
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
故
事
を
題

材
と
し
た
画
像
石
で
は
子
路
の
被
る
冠
に
鶏
そ
の
も
の
が
表
現
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
（
嘉
祥
五
老
窪
画
像
石
な
ど
（、
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
象
徴
的
か
つ
誇
張
し

た
表
現
と
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
と
り
あ
げ
た
朝
鮮
三
国
時
代
の
鳥
羽
冠
と
は
形
状

ま
た
は
認
識
が
異
な
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
鶏
の
羽
を
用
い
た
冠
と
孔
子
の
関

係
す
る
故
事
や
そ
の
背
景
と
な
る
儒
教
的
礼
俗
に
お
い
て
非
礼
な
も
の
と
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
華
世
界
で
は
冠
に
鳥
羽
な
ど
を
用
い
る

こ
と
は
、
原
則
と
し
て
否
定
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

以
上
の
資
料
や
文
献
な
ど
か
ら
、
お
お
む
ね
唐
代
以
前
の
図
像
表
現
と
し
て
の

鳥
羽
冠
は
、
そ
れ
を
被
っ
た
人
物
の
所
属
が
朝
鮮
三
国
時
代
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、

あ
る
い
は
高
句
麗
ま
た
は
高
句
麗
の
系
譜
を
引
く
渤
海
の
人
物
と
し
て
の
認
識
を

顕
現
す
る
表
徴
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
鳥
羽
冠
の
人
物
図
の
年
代
は
お
お
む
ね

四
世
紀
か
ら
九
世
紀
に
及
ぶ
が
、
安
福
寺
北
群
一
〇
号
横
穴
中
央
人
物
図
と
比
較

さ
れ
る
形
態
的
な
特
徴
の
あ
る
鳥
羽
冠
を
被
っ
た
人
物
図
は
、
さ
き
に
事
例
を
示



線
刻
人
物
図
と
古
墳
時
代
地
域
集
団
の
対
外
認
識
（
門
田
誠
一
（

一
〇

し
た
よ
う
に
高
句
麗
壁
画
古
墳
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
先
学
の
示
唆
の
よ
う

に
高
句
麗
に
特
徴
的
な
冠
を
表
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
後
の
研

究
に
よ
っ
て
、
鳥
羽
冠
を
被
っ
た
人
物
図
が
、
直
接
的
に
高
句
麗
を
主
体
と
し
た

古
代
朝
鮮
の
人
々
の
遣
使
や
渡
来
・
居
住
の
証
左
と
す
る
よ
り
は
、
基
本
的
に
は
、

彼
ら
に
対
す
る
他
の
社
会
あ
る
い
は
政
治
体
制
側
か
ら
の
認
識
の
次
元
で
理
解
す

べ
き
で
あ
る
こ
と
を
諸
事
例
に
よ
っ
て
示
し
た
。

（
二
）
中
央
人
物
図
の
衣
服

　

す
で
に
示
唆
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
鳥
羽
冠
以
外
に
も
中
央
人
物
図
に
み
ら
れ
る

特
徴
は
着
衣
に
も
み
ら
れ
る
。
高
句
麗
壁
画
の
人
物
は
筒
袖
状
で
掌
を
み
せ
な
い

形
状
の
上
着
と
上
部
か
ら
つ
ま
先
ま
で
幅
の
変
わ
ら
な
い
ズ
ボ
ン
状
の
衣
服
を
着

用
し
て
お
り
、
こ
の
点
で
も
安
福
寺
北
群
一
〇
号
横
穴
中
央
人
物
図
は
類
似
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
中
央
人
物
図
の
下
衣
は
通
有
の
人
物
埴
輪
な
ど
に
み
え
る
足

結
な
ど
の
み
ら
れ
る
衣
服
と
は
異
な
り
、
足
元
が
す
ぼ
ま
ら
な
い
ズ
ボ
ン
状
で
あ

り
、
な
お
か
つ
掌
の
見
え
な
い
袖
の
長
い
上
着
の
特
徴
は
、
舞
踊
塚
な
ど
に
み
ら

れ
る
高
句
麗
壁
画
の
人
物
の
服
装
と
酷
似
す
る
。
同
様
の
衣
服
を
着
用
し
た
人
物

埴
輪
は
山
倉
一
号
墳
（
千
葉
県
市
原
市
・
六
世
紀
後
半
～
末
・
図
（
─
（
（（
11
（

や
酒

巻
一
四
号
墳
（
埼
玉
県
行
田
市
・
六
世
紀
後
半
・
図
（
─
（
（（
11
（

で
出
土
し
て
お
り
、

渡
来
人
を
表
現
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る（11
（

。
山
倉
一
号
墳
の
人
物
埴
輪
は
報
告
書

で
は
筒
袖
表
現
の
人
物
埴
輪
全
身
像
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他
の
人
物
埴
輪
に
脚

の
中
位
を
結
ぶ
い
わ
ゆ
る
足
結
が
み
ら
れ
る
の
と
対
照
的
な
衣
服
や
被
り
物
の
表

現
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
渡
来
人
と
さ
れ
る
埴
輪
と
同
様
の
衣
服
と
し
て
、
装
飾

古
墳
で
あ
る
五
郎
山
古
墳
（
福
岡
県
筑
紫
野
市
・
六
世
紀
後
半
（
の
図
像
に
は
、

次
に
ふ
れ
る
拱
手
と
関
連
す
る
と
み
ら
れ
る
袖
が
長
く
、
掌
が
み
え
な
い
着
衣
の

存
在
を
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
（
図
（
─
（
（（
11
（

。
こ
れ
ら
の
類
例
か
ら
み
る
と
、

安
福
寺
北
郡
一
〇
号
横
穴
の
中
央
人
物
は
渡
来
人
と
さ
れ
る
人
物
埴
輪
の
特
徴
と

共
通
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
よ
う
な
袖
口
か
ら
掌
が
み
え
な
い
よ
う
な
袖
の
長
い
上
衣
や
裾
が
す
ぼ
ま

ら
な
い
ス
ボ
ン
状
の
下
衣
は
、
既
述
の
よ
う
に
高
句
麗
古
墳
壁
画
の
人
物
図
の
衣

服
に
み
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
舞
踊
塚
の
舞
踊
人
物
図
は
舞
踊
し
て
い

る
た
め
に
掌
が
隠
れ
た
長
い
袖
を
振
る
よ
う
な
表
現
で
あ
り
（
図
（
─
（
（。
高

句
麗
古
墳
壁
画
に
は
、
そ
の
他
に
も
全
体
に
や
や
ゆ
っ
た
り
し
た
漢
人
風
の
衣
装

で
あ
る
な
ど
、
下
衣
の
形
態
は
異
な
る
が
、
長
い
袖
の
中
で
拱
手
し
た
様
子
を
示

す
図
は
多
く
み
ら
れ
る
（
図
（
─
（
～
（
（（
1（
（

。

　

拱
手
す
な
わ
ち
手
を
合
わ
せ
て
拱
く
動
作
は
中
国
に
お
け
る
礼
俗
と
し
て
基
本

的
な
姿
勢
で
あ
り
、『
礼
記
』
曲
礼
上
に
「
先
生
に
道
で
遭
え
ば
趨
（
は
し
（
り

て
進
み
、
正
し
く
立
ち
て
拱
手
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
本
来
的
に
は
上
位
者
に
敬

意
を
表
す
礼
法
の
意
味
が
あ
る
。
袖
の
な
か
で
拱
手
す
る
人
物
像
は
中
国
の
画
像

資
料
や
陶
俑
（
図
（
─
（
（（
11
（

に
数
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に（11
（

、
長
い
袖
の
中
で
拱
手

す
る
こ
と
は
中
国
の
伝
統
的
か
つ
儒
教
的
礼
俗
で
あ
り（11
（

、
高
句
麗
壁
画
の
拱
手
人

物
像
は
拱
手
を
基
本
と
す
る
礼
俗
の
存
在
を
示
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
中
央

人
物
図
で
は
鳥
羽
冠
と
と
も
に
衣
服
の
特
徴
も
高
句
麗
壁
画
の
人
物
と
共
通
し
、

な
お
か
つ
こ
う
し
た
衣
服
は
渡
来
人
と
さ
れ
る
人
物
埴
輪
と
類
似
す
る
こ
と
は
、

中
央
人
物
図
が
高
句
麗
系
の
人
物
表
現
で
あ
る
こ
と
の
証
左
と
な
る
。

（
三
）
右
側
人
物
図
の
佩
刀
把
頭

　

安
福
寺
北
群
一
〇
号
横
穴
の
中
央
人
物
図
の
特
徴
に
加
え
て
、
こ
れ
ま
で
指
摘

さ
れ
て
い
な
い
点
と
し
て
、
右
側
人
物
図
の
腰
の
部
分
に
表
さ
れ
た
大
刀
の
把
頭
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図 5　安福寺北群（0号横穴人物図と関連する遺物



線
刻
人
物
図
と
古
墳
時
代
地
域
集
団
の
対
外
認
識
（
門
田
誠
一
（

一
二

は
拳
状
に
ふ
く
れ
た
よ
う
な
形
態
で
あ
り
（
図
（
─
（
、
図
（
─
（
（、
把
頭
が

丸
み
を
帯
び
る
形
式
と
し
て
は
円
頭
大
刀
や
頭
椎
大
刀
が
あ
る
が
、
実
際
の
遺
物

と
比
較
し
て
も
、
こ
の
表
現
は
頭
椎
大
刀
の
把
頭
部
分
の
表
現
と
み
ら
れ
る
（
図

（
─
（
（。
こ
こ
ま
で
縷
々
述
べ
て
き
た
点
に
お
い
て
、
中
央
人
物
図
や
左
側
人

物
図
の
図
像
要
素
が
写
実
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
把
頭
の
部
分
の
描
写
も
実

際
の
形
態
を
写
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
把
頭
の
形
式
と
し
て
、
た
と
え
ば
円
頭

大
刀
や
圭
刀
大
刀
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
ま
で
把
頭
が
膨
ら
む
よ
う
な
形
態
に
は
な
ら

ず
、
環
頭
大
刀
は
よ
り
薄
く
、
か
つ
文
様
や
装
飾
が
あ
り
、
こ
れ
ら
と
形
状
は
全

く
こ
と
な
る
た
め
、
頭
椎
大
刀
の
把
頭
と
み
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

　

い
う
ま
で
も
な
く
、
頭
椎
大
刀
は
刀
装
形
式
の
一
種
で
あ
り
、
日
本
の
古
墳
時

代
に
特
有
の
形
式
で
あ
っ
て
、
儀
仗
用
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
図
（
─
（
（。
時

期
と
し
て
は
古
墳
時
代
後
期
の
六
世
紀
前
半
か
ら
七
世
紀
中
頃
ま
で
さ
れ
、
群
馬

県
・
千
葉
県
・
静
岡
県
な
ど
の
東
日
本
に
多
い
が
、
東
北
南
部
か
ら
九
州
南
部
に

か
け
て
分
布
し
、
出
土
古
墳
の
多
く
が
小
規
模
な
円
墳
や
横
穴
墓
と
さ
れ
る（11
（

。
以

上
の
基
礎
的
な
知
見
か
ら
、
左
側
人
物
図
の
佩
刀
が
把
頭
の
形
態
か
ら
頭
椎
大
刀

と
す
れ
ば
同
時
代
の
線
刻
図
像
と
し
て
よ
い
。
こ
れ
以
外
の
図
像
要
素
と
し
て
、

右
側
人
物
図
の
頭
部
に
は
被
り
物
が
表
現
さ
れ
て
お
り
、
既
述
の
よ
う
に
先
行
研

究
で
は
こ
れ
に
よ
っ
て
人
物
の
出
自
を
推
定
す
る
見
方
も
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
私
見
で
は
被
り
物
は
実
際
に
比
定
で
き
る
考
古
資
料
が
顕
著
で
な
く
、
む
し

ろ
、
腰
に
佩
用
し
た
大
刀
の
把
頭
が
頭
椎
大
刀
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
人
物
図
の
表

し
て
い
る
時
代
や
時
期
を
推
定
で
き
る
と
考
え
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
安
福
寺
北
群
一
〇
号
横
穴
中
央
人
物
図
と
酷
似
す
る
鳥
羽
冠
は

広
く
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
各
地
で
四
～
九
世
紀
頃
に
描
か
れ
た
朝
鮮
半
島
の
人
々
に
対

す
る
認
識
で
あ
っ
た
。
ま
た
筒
袖
や
ズ
ボ
ン
状
の
衣
服
を
ま
と
っ
た
高
句
麗
壁
画

の
人
物
図
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
上
述
の
鳥
羽
冠
人
物
図
の
事
例
は
近
代
以
降
と

く
に
そ
の
多
く
は
近
年
に
知
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
渡
来
人
と
さ
れ
る
埴
輪
に
関

し
て
は
、
安
福
寺
北
群
一
〇
号
横
穴
の
発
見
以
降
、
最
近
に
な
っ
て
報
告
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
万
一
、
こ
れ
ら
の
特
徴
を
有
す
る
人
物
図
を
後
世
の
も
の
と
み
る

な
ら
ば
、
鳥
羽
冠
人
物
図
な
ど
の
高
句
麗
壁
画
古
墳
の
調
査
報
告
が
刊
行
さ
れ
た

大
正
四
年
（
一
九
一
五
（（
11
（

頃
か
ら
人
物
図
が
発
見
さ
れ
た
昭
和
四
七
年
（
一
九
七

二
（
ま
で
に
限
定
さ
れ
る
。
よ
り
具
体
的
に
大
正
の
初
め
か
ら
昭
和
三
二
、
三
年

こ
ろ
ま
で
の
偽
刻
と
す
る
見
解
も
あ
る
が（
（（
（

、
そ
の
時
点
で
は
高
句
麗
壁
画
古
墳
な

ど
の
知
見
は
一
般
に
は
参
照
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
加
え
て
右
側
人
物
が
佩
用
す

る
頭
椎
大
刀
も
専
門
的
な
知
識
が
な
け
れ
ば
表
現
で
き
な
い
。
中
央
人
物
図
と
左

側
人
物
図
が
偽
刻
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
二
つ
の
人
物
図
は
、
東
ア
ジ
ア
考
古
学

に
関
す
る
極
め
て
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者
の
近
年
の
所
為
と
考
え
ざ
る
を
え
な

い
が
、
そ
の
よ
う
な
積
極
的
な
証
言
や
証
左
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
な
疑
義
に
対
し
、
従
来
、
発
掘
や
調
査
の
経
緯
や
調
査
者
の
信
頼

度
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
た
安
福
寺
北
群
一
〇
号
横
穴
線
刻
人
物
図
に
つ
い
て
、
図

像
の
構
成
要
素
を
対
象
と
し
た
考
古
学
的
な
方
法
に
よ
っ
て
、
中
央
人
物
図
と
右

側
人
物
図
は
古
墳
時
代
後
期
の
安
福
寺
横
穴
群
の
造
営
時
期
と
矛
盾
は
な
く
、
築

造
時
に
線
刻
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
の
証
左
は
な
い
が
、
同
時
代
に
線
刻
さ
れ
た
と

み
て
問
題
な
い
こ
と
を
証
し
た
。
の
こ
る
左
側
の
騎
馬
人
物
像
に
関
し
て
は
、
考

古
学
的
に
検
証
す
る
材
料
が
乏
し
く
、
線
刻
さ
れ
た
時
期
は
不
詳
と
す
る
ほ
か
な

い
。
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人
物
図
の
対
外
認
識
と
渡
来
系
集
団
の
様
相

　

続
い
て
、
朝
鮮
三
国
時
代
に
由
来
す
る
人
物
図
を
表
し
た
安
福
寺
北
群
一
〇
号

横
穴
が
造
営
さ
れ
た
当
該
地
域
の
史
的
状
況
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
き
た
い
。
従

来
か
ら
と
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
史
料
と
し
て
、『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
四
の
雄
略

天
皇
九
年
秋
七
月
一
日
条
の
誉
田
山
古
墳
（
伝
応
神
天
皇
陵
（
に
ま
つ
わ
る
説
話

が
あ
り
、
大
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
河
内
国
飛
鳥
戸
部
郡
（
現
在
の
柏
原

市
南
東
部
（
の
住
人
で
あ
っ
た
田
辺
史
伯
孫
は
、
初
秋
の
一
日
、
古
市
郡
の
書
首

加
龍
に
嫁
ぎ
、
出
産
し
た
娘
の
祝
賀
の
た
め
に
聟
の
家
へ
行
っ
た
月
夜
の
帰
路
に

蓬
蔂
丘
（
い
ち
び
こ
の
お
か
（
の
誉
田
陵
の
下
で
赤
い
駿
馬
に
ま
た
が
っ
た
騎
士

に
出
会
い
、
常
と
は
異
な
る
優
れ
た
姿
の
馬
を
見
た
伯
孫
は
そ
の
馬
が
欲
し
く
な

り
、
乗
っ
て
い
た
自
ら
の
馬
に
鞭
を
う
ち
、
轡
を
並
べ
よ
う
と
し
た
が
、
赤
馬
の

方
が
先
に
行
っ
て
し
ま
い
、
埃
や
塵
の
よ
う
で
あ
り
、
後
を
追
う
こ
と
も
で
き
な

か
っ
た
。
伯
孫
の
願
い
を
知
っ
た
騎
乗
の
人
物
は
、
馬
を
交
換
し
て
、
挨
拶
を
し

て
別
れ
て
い
っ
た
。
伯
孫
は
駿
馬
を
得
て
歓
喜
し
、
厩
に
入
れ
、
餌
を
与
え
て
寝

た
が
、
翌
朝
、
そ
の
赤
馬
は
土
馬
（
埴
輪
の
馬
（
に
変
わ
っ
て
い
た
。
伯
孫
は
不

思
議
に
思
い
、
誉
田
陵
に
も
ど
っ
て
捜
し
た
と
こ
ろ
、
彼
の
馬
が
土
馬
の
中
に

立
っ
て
い
る
の
を
見
つ
け
た
。
そ
こ
で
、
代
わ
り
に
土
馬
と
取
り
替
え
て
連
れ

帰
っ
た
、
と
い
う
。

　

こ
の
説
話
の
内
容
や
構
成
は
『
文
選
』「
赭
白
馬
賦
」
に
見
え
る
文
言
を
用
い

て
修
飾
さ
れ
た
と
み
ら
れ（11
（

、
話
の
構
成
は
『
宋
書
』
五
行
志
牛
禍
条
に
見
え
る
桓

玄
の
伝
説
と
類
似
す
る
と
さ
れ
る（11
（

。
内
容
的
に
も
、
も
と
よ
り
事
実
と
は
み
ら
れ

な
い
。
い
っ
ぽ
う
説
話
に
現
れ
た
河
内
国
飛
鳥
戸
部
郡
の
田
辺
史
や
近
傍
の
古
市

郡
の
書
首
な
ど
は
、
在
地
の
氏
族
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
渡
来
系
氏
族
と
さ
れ
る
。

こ
の
う
ち
安
福
寺
横
穴
の
存
在
し
た
飛
鳥
戸
郡
に
住
す
る
田
辺
史
は
史
の
姓
を
有

す
る
渡
来
系
氏
族
で
あ
り
、
西
文
氏
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る（11
（

。
そ
の
根
拠

は
主
と
し
て
平
安
時
代
前
半
（
弘
仁
六
年
〔
八
一
五
〕（
に
編
纂
さ
れ
た
『
新
撰

姓
氏
録
』
な
ど
に
よ
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
田
辺
史
は
『
新
撰
姓
氏
録
』
に
二

つ
の
系
統
が
あ
り
、
右
京
皇
別
に
「
豊
城
入
彦
命
四
世
孫
、
大
荒
田
別
命
之
後
」、

右
京
諸
蕃
に
「
出
自
漢
王
之
後
知
惣
也
」
す
な
わ
ち
「
漢
王
の
後
、
知
惣
よ
り
出

ず
」
と
あ
る（1（
（

。
ま
た
、『
日
本
書
紀
弘
仁
私
記
』
序
に
引
く
弘
仁
年
間
に
流
布
し

た
『
諸
藩
雑
姓
記
』
に
田
辺
史
氏
、
上
毛
野
公
ら
が
載
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、

『
日
本
書
紀
弘
仁
私
記
』
序
で
は
、『
諸
蕃
雑
姓
記
』
に
註
を
付
し
て
、
田
辺
史

を
は
じ
め
と
し
た
氏
族
が
「
大
鷦
鷯
仁
德
天
皇
御
宇
之
時
、
自
百
済
国
化
来
、
而

言
。
己
等
祖
是
貴
国
将
軍
上
野
公
竹
合
也
者
」
と
あ
り
、
田
辺
史
ら
の
祖
は
上
野

公
竹
合
で
、
そ
の
子
孫
が
仁
徳
天
皇
の
時
に
百
済
よ
り
来
朝
し
た
と
す
る
。
こ
の

内
容
を
含
め
て
、
佐
伯
有
清
氏
は
史
料
に
み
え
る
八
世
紀
に
お
け
る
韓
人
に
対
す

る
賜
姓
な
ど
の
情
勢
に
お
い
て
、
渡
来
系
氏
族
が
系
譜
を
作
成
し
て
い
っ
た
な
か

で
、
韓
地
に
渡
っ
た
伝
承
上
の
著
名
な
人
物
の
落
胤
で
あ
る
と
い
う
詐
称
を
媒
介

と
し
た
主
張
が
渡
来
系
氏
族
の
間
で
流
行
し
た
こ
と
の
典
型
と
し
て
お
り
、
そ
の

時
期
と
し
て
は
八
世
紀
以
降
と
み
て
い
る（11
（

。

　

田
辺
史
に
つ
い
て
は
、
正
倉
院
文
書
に
住
吉
郡
田
辺
郷
に
摂
津
国
住
吉
郡
田
辺

郷
戸
主
と
し
て
田
辺
史
真
立
が
お
り
、
田
辺
郷
は
奈
良
時
代
中
期
の
天
平
九
年

（
七
三
七
（
か
ら
十
二
年
（
七
四
〇
（
の
間
に
新
設
さ
れ
た
百
済
郡
に
含
ま
れ
る

こ
と
よ
り
、
田
辺
郷
は
住
吉
郡
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
百
済
郡
に
編
入
さ
れ
た
と
い

う
説
な
ど
か
ら（11
（

、
田
辺
史
と
百
済
郡
と
の
関
係
が
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ



線
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認
識
（
門
田
誠
一
（

一
四

れ
に
対
し
、
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
田
辺
史
伯
孫
の
説
話
か
ら
本
来

の
田
辺
史
の
居
住
地
は
河
内
国
安
宿
郡
と
さ
れ
、
ま
た
「
漢
王
の
後
裔
で
あ
る
知

惣
」
の
系
統
で
あ
る
と
い
う
所
伝
は
詐
称
と
し
て
も
、
系
統
と
し
て
は
渡
来
系
氏

族
と
さ
れ
て
い
る（11
（

。

　

安
福
寺
横
穴
群
の
所
在
す
る
地
域
で
あ
り
、
田
辺
史
伯
孫
の
説
話
で
そ
の
住
地

と
さ
れ
た
河
内
国
飛
鳥
戸
郡
（
評
（
は
時
期
に
よ
り
安
宿
郡
と
も
表
記
さ
れ
、
そ

の
範
囲
と
し
て
北
は
大
和
川
を
隔
て
た
大
県
郡
、
西
は
志
紀
郡
・
古
市
郡
、
南
は

石
川
郡
に
接
し
、
東
は
生
駒
・
金
剛
山
地
で
大
和
国
と
接
す
る
（
図
（
─
（
（（
11
（

。

飛
鳥
戸
郡
に
居
す
る
氏
族
と
し
て
は
、
飛
鳥
戸
造
が
あ
り
、
そ
の
根
拠
と
し
て
は
、

『
新
撰
姓
氏
録
』
右
京
諸
蕃
下
に
「
飛
鳥
戸
造
。
出
自
百
済
国
比
有
王
也
」
と
あ

り
、
同
じ
く
河
内
国
諸
蕃
に
「
出
自
百
済
国
主
比
有
王
男
琨
伎
王
也
」「
百
済
国

末
多
王
之
後
也
」
と
あ
る
。
末
多
王
は
琨
伎
王
の
子
で
あ
り
（『
日
本
書
紀
』
雄

略
二
三
年
夏
四
月
条
、
こ
こ
で
は
昆
支
王
と
表
記
（、
こ
れ
ら
の
二
つ
の
記
述
の

あ
る
飛
鳥
戸
造
は
同
系
統
と
み
ら
れ
て
い
る（11
（

。
ま
た
、『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観

四
年
（
八
六
二
（
七
月
二
七
日
条
に
「
左
京
人
造
兵
司
少
令
史
正
六
位
上
飛
鳥
戸

造
弥
道
賜
姓
百
済
宿
禰
。
百
済
国
混
伎
之
後
也
」
と
あ
り
、
左
京
の
飛
鳥
戸
屋
弥

道
が
百
済
宿
禰
を
賜
り
、
百
済
の
「
混
伎
」
の
後
裔
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら（11
（

、
平
安
時
代
中
頃
に
は
飛
鳥
戸
氏
は
百
済
系
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
主
と
し
て
平
安
時
代
の
文
献
史
料
に
よ
り
、

系
譜
を
渡
来
系
と
称
し
た
氏
族
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
は
古
墳
時
代
の
集
団
の
出
自

や
系
譜
に
関
し
て
、
考
古
資
料
を
用
い
な
が
ら
も
、
後
代
に
意
図
的
に
作
成
さ
れ

た
系
譜
を
そ
の
ま
ま
前
提
と
し
て
援
用
し
て
い
た
こ
と
は
い
な
め
な
い
。

　

こ
れ
に
対
し
、
安
福
寺
横
穴
群
を
含
む
地
域
に
お
け
る
渡
来
系
と
さ
れ
る
考
古

資
料
を
時
系
列
的
に
あ
げ
て
い
く
と
、
ま
ず
、
五
世
紀
末
と
さ
れ
る
高
井
田
山
古

墳
で
は
百
済
武
寧
王
陵
（
王
妃
の
副
葬
品
（
の
類
例
が
知
ら
れ
る
銅
製
火
熨
斗
や

横
穴
式
石
室
の
形
態
な
ど
の
百
済
系
の
要
素
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（11
（

。
平
尾
山
千
塚

で
は
ミ
ニ
チ
ュ
ア
竈
形
土
器
や
釵
子
な
ど
の
出
土
に
よ
っ
て
、
被
葬
者
が
渡
来
系

集
団
に
属
す
る
と
み
る
こ
と
が
多
い（11
（

。
墳
墓
以
外
で
は
古
墳
時
代
の
製
鉄
関
連
遺

跡
と
し
て
知
ら
れ
る
大
県
遺
跡
で
は
鉄
滓
な
ど
の
製
鉄
関
係
遺
物
の
ほ
か
に
朝
鮮

半
島
系
軟
質
土
器
（
韓
式
土
器
（
が
出
土
す
る
こ
と
か
ら
鉄
生
産
に
渡
来
系
集
団

が
関
わ
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
の
奈
良
時
代
の
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
前
半
を

中
心
と
し
た
田
辺
廃
寺
は
、
さ
き
の
田
辺
史
伯
孫
の
説
話
で
住
地
と
さ
れ
た
河
内

国
飛
鳥
戸
部
郡
の
一
部
と
さ
れ
た
現
在
の
柏
原
市
田
辺
付
近
の
寺
院
址
と
し
て
知

ら
れ
て
お
り
、
田
辺
史
の
氏
寺
と
み
ら
れ
て
い
る（11
（

。
い
っ
ぽ
う
で
は
高
井
田
横
穴

の
形
態
な
ど
か
ら
九
州
の
影
響
が
想
定
さ
れ
て
い
る（1（
（

。

　

こ
れ
ら
を
勘
案
し
て
も
、
従
来
、
古
墳
時
代
の
渡
来
系
集
団
の
存
在
を
判
断
す

る
際
の
規
範
と
さ
れ
た
遺
物
で
あ
る
ミ
ニ
チ
ュ
ア
竈
形
土
器
、
釵
子
な
ど
の
出
土

は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
安
福
寺
横
穴
群
に
関
し
て
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
。
そ

の
い
っ
ぽ
う
で
線
刻
人
物
図
が
朝
鮮
半
島
系
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
た
既
述
の
先

行
研
究
は
ほ
と
ん
ど
か
え
り
み
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
に
関
し
、
古
代
に
お
け
る
文
献
上
の
渡
来
系
氏
族
の
集
住
地
域
に
は
、
安

福
寺
一
〇
号
横
穴
線
刻
の
高
句
麗
系
人
物
図
や
頭
椎
大
刀
の
表
現
に
明
ら
か
な
よ

う
に
、
同
時
代
的
な
人
や
物
に
関
す
る
認
識
が
生
成
さ
れ
て
お
り
、
高
句
麗
系
人

物
を
表
現
し
た
背
景
と
し
て
朝
鮮
三
国
と
の
人
や
物
の
直
接
ま
た
は
間
接
的
な
交

流
や
交
渉
が
存
在
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
考
古
資
料
で
は
ミ
ニ
チ
ュ
ア

炊
飯
具
と
さ
れ
る
小
型
の
副
葬
用
竈
形
土
器
や
釵
子
な
ど
の
遺
物
の
有
無
や
そ
の
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一
五

多
寡
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
を
遺
し
た
集
団
を
渡
来
系
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
と
り
あ
げ
た
線
刻
画
の
人
物
図
の
よ

う
に
集
団
や
そ
れ
を
形
成
す
る
人
の
交
渉
に
よ
る
認
識
は
遺
物
と
し
て
残
ら
な
い

場
合
も
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
渡
来
系
遺
物
以
外
に
も
集
団
の
属
性
や
地
域
外
と
の
交

渉
を
示
す
資
料
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。

　

加
え
て
、
近
傍
に
居
住
し
た
田
辺
史
に
つ
い
て
、
文
献
史
料
を
も
と
に
し
た
推

定
で
は
百
済
系
と
さ
れ
て
き
た
の
に
対
し
、
安
福
寺
一
〇
号
横
穴
の
人
物
図
の
考

察
か
ら
は
高
句
麗
系
の
人
物
が
同
時
代
的
に
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
た
。

こ
の
こ
と
は
安
福
寺
横
穴
を
遺
し
た
集
団
が
渡
来
系
で
あ
る
か
い
な
か
と
い
う
二

元
的
な
解
釈
に
拘
泥
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
踏
み
出
た
視
点
か
ら
、
一
定

の
範
囲
に
居
す
る
集
団
が
多
様
な
地
域
に
出
自
を
も
つ
人
々
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

て
い
た
か
、
あ
る
い
は
多
岐
に
わ
た
る
人
や
集
団
と
多
元
的
な
交
流
を
行
い
、
交

渉
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
推
定
さ
せ
る
。
線
刻
図
像
の
考
古
学
的
検
討
に
よ
る
本

論
の
結
論
は
、
後
代
の
編
纂
で
あ
り
、
政
治
的
な
意
図
な
ど
を
背
景
と
し
た
文
献

史
料
上
の
氏
族
系
譜
と
は
次
元
を
異
に
し
、
同
時
代
的
な
実
態
を
示
し
て
い
る
。

本
論
で
は
、
こ
れ
ま
で
特
定
の
渡
来
系
遺
物
か
ら
考
定
さ
れ
て
き
た
渡
来
系
集
団

の
実
態
に
対
し
、
考
古
資
料
と
し
て
の
線
刻
図
像
か
ら
想
定
さ
れ
る
古
墳
時
代
の

地
域
集
団
の
属
性
や
活
動
と
関
連
す
る
対
外
認
識
を
論
じ
た
。

ま
と
め

　

本
論
で
は
、
安
福
寺
北
群
一
〇
号
横
穴
の
線
刻
図
像
の
な
か
で
中
央
の
鳥
羽
冠

を
被
っ
た
人
物
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
確
認
す
る
と
と
も
に
再
検
討
し
、

あ
わ
せ
て
時
期
的
に
近
い
東
ア
ジ
ア
の
類
例
と
そ
れ
に
関
す
る
近
年
の
研
究
を
参

照
し
た
。
そ
れ
も
と
づ
き
、
古
代
の
東
ア
ジ
ア
の
み
な
ら
ず
中
央
ア
ジ
ア
を
含
め

た
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
四
世
紀
か
ら
九
世
紀
頃
に
は
、
鳥
羽
冠
が
図
像
と
し
て
の
古
代

朝
鮮
半
島
人
を
識
別
し
、
彼
ら
を
認
識
す
る
次
元
で
の
図
像
の
要
素
で
あ
る
こ
と

を
述
べ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
古
代
の
朝
鮮
半
島
人
を
示
す
図
像
資
料
の
な
か
で
も
、
安
福
寺
北

群
一
〇
号
横
穴
中
央
人
物
図
の
鳥
羽
冠
は
、
そ
の
形
状
に
よ
っ
て
古
墳
壁
画
に
み

ら
れ
る
高
句
麗
系
人
物
と
し
て
の
認
識
を
示
す
こ
と
を
述
べ
た
。
同
じ
く
、
中
央

人
物
図
の
衣
服
も
高
句
麗
古
墳
壁
画
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
後
の
知
見
と
し
て
、
渡
来
人
と
さ
れ
る
人
物
埴
輪
と
類
似
す
る
こ
と
も
根
拠

と
し
て
、
中
央
人
物
図
は
高
句
麗
系
の
衣
服
で
あ
る
と
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

注
目
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
右
側
人
物
図
で
佩
用
し
て
い
る
大
刀
の
把
頭
の
形

態
が
頭
椎
大
刀
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
安
福
寺
横
穴
群
と
同
時
代
の
武
器
を
表

現
し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
。
こ
れ
ら
の
図
像
の
構
成
要
素
か
ら
、
安
福
寺
北
群

一
〇
号
横
穴
の
三
体
の
人
物
図
の
う
ち
、
中
央
人
物
図
と
右
側
人
物
図
に
関
し
て

は
、
築
造
当
初
の
線
刻
か
は
不
明
と
し
て
も
、
横
穴
と
同
時
代
の
図
像
と
考
え
た
。

　

こ
う
し
た
図
像
の
特
徴
に
よ
る
な
ら
ば
、
安
福
寺
横
穴
群
が
所
在
す
る
地
域
が

渡
来
系
氏
族
や
渡
来
系
集
団
の
居
住
地
と
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
、
氏
族
系
譜
を
示

す
文
献
史
料
な
ど
は
後
代
の
編
纂
物
で
あ
り
、
加
え
て
氏
族
系
譜
に
関
す
る
政
治

的
・
社
会
的
意
図
が
内
在
す
る
と
こ
か
ら
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
、
時
代
を
さ
か

の
ぼ
っ
た
考
古
資
料
の
解
釈
に
は
基
本
的
な
疑
義
が
生
ず
る
。
こ
れ
に
対
し
、
渡

来
系
と
さ
れ
る
考
古
資
料
か
ら
の
推
定
と
も
異
な
る
視
点
か
ら
、
図
像
に
対
す
る

考
古
資
料
を
用
い
た
検
討
に
よ
っ
て
、
文
献
史
料
が
示
す
氏
族
系
譜
と
は
異
な
る



線
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域
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認
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一
六

地
域
社
会
に
お
け
る
朝
鮮
半
島
系
の
人
々
に
対
す
る
認
識
の
実
態
を
明
ら
か
に
し

た
。
そ
の
背
景
に
は
地
域
集
団
の
出
自
や
交
渉
、
活
動
に
伴
う
対
外
的
な
認
識
が

存
在
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
鳥
羽
冠
の
よ
う
な
同
時
代
の
具
体
的
な
図
像
と
し

て
表
現
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

〔
注
〕

（
（
（�

門
田
誠
一
「
装
飾
古
墳
の
画
題
か
ら
み
た
地
域
間
交
渉
─
熊
本
県
広
浦
古
墳
の

石
棺
に
表
さ
れ
た
親
子
大
刀
」『
古
代
東
ア
ジ
ア
地
域
相
の
考
古
学
的
研
究
』

（
学
生
社
、
二
〇
〇
六
年
（〔
初
出
は
二
〇
〇
〇
年
〕

�
�

門
田
誠
一
「
装
飾
古
墳
に
お
け
る
大
陸
系
人
物
像
の
出
現
─
五
郎
山
古
墳
壁
画

を
中
心
と
し
て
─
」『
高
句
麗
壁
画
古
墳
と
東
ア
ジ
ア
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇

一
一
年
（〔
初
出
は
二
〇
〇
八
年
〕

（
（
（�

柏
原
市
教
育
委
員
会
編
『
安
福
寺
横
穴
群
整
備
事
業
報
告
』（
柏
原
市
教
育
委

員
会
、
一
九
九
三
年
（

（
（
（�

大
阪
府
教
育
委
員
会
編
『
玉
手
山
安
福
寺
横
穴
群
調
査
概
要
』（
大
阪
府
教
育

委
員
会
、
一
九
七
三
年
（

�
�

柏
原
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
柏
原
市
史
』（
柏
原
市
役
所
、
一
九
八
四
年
（

（
（
（�

山
本
彰
「
柏
原
市
安
福
寺
横
穴
群
の
騎
馬
人
物
に
つ
い
て
」『
終
末
期
古
墳
と

横
口
式
石
槨
』（
二
〇
〇
七
年
（〔
初
出
は
二
〇
〇
二
年
〕
こ
の
論
考
で
は
大
正

二
年
（
一
九
一
三
（
以
降
、
昭
和
三
二
・
三
年
（
一
九
五
七
・
八
（
以
前
の
後

刻
と
推
定
し
て
い
る
。

（
（
（�

河
上
邦
彦
「
大
阪
府
玉
手
山
安
福
寺
横
穴
の
壁
画
」（『
古
代
学
研
究
』
六
三
、

一
九
七
二
年
（

（
（
（�

末
永
雅
雄
・
井
上
光
貞
編
『
松
塚
壁
画
古
墳�:�

朝
日
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』（
朝
日

新
聞
社
、
一
九
七
二
年
（
二
三
〇
～
二
三
三
頁
の
長
広
敏
雄
氏
の
発
言

（
（
（�

森
浩
一
「
大
阪
府
柏
原
市
玉
手
山
安
福
寺
横
穴
の
線
刻
の
騎
乗
人
物
画
」（『
古

代
学
研
究
』
六
四
、
一
九
七
二
年
（

（
（
（�

佐
伯
有
清
「
高
松
塚
古
墳
壁
画
と
河
内
画
師
」『
古
代
史
へ
の
道
』（
吉
川
弘
文

館
、
一
九
七
五
年
（〔
初
出
は
一
九
七
三
年
〕

（
（
（�

任
東
権
原
著
、
竹
田
旦
訳
『
日
本
の
中
の
百
済
文
化�:�

師
走
祭
り
と
鬼
室
神
社

を
中
心
に
』（
第
一
書
房
、
二
〇
〇
一
年
（
六
〇
頁

（
（0
（�

加
茂
儀
一
『
騎
行
・
車
行
の
歴
史
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
〇
年
（
二

一
五
～
二
一
八
頁

（
（（
（�

山
田
良
三
「
河
内
横
穴
墓
の
線
刻
画
に
つ
い
て
」
末
永
先
生
米
寿
記
念
会
編

『
末
永
先
生
米
壽
記
念
獻
呈
論
文
集
』
乾
（
末
永
先
生
米
寿
記
念
会
、
一
九
八

五
年
（

（
（（
（�

辰
巳
和
弘
『
埴
輪
と
絵
画
の
古
代
学
』（
白
水
社
、
一
九
九
二
年
（
二
五
一
頁

の
注
（（

（
（（
（�

国
内
の
研
究
と
し
て
は
、
毛
利
光
俊
彦
氏
の
一
連
の
研
究
が
あ
り
、
本
論
に
関

す
る
論
考
を
あ
げ
た
。

�
�

毛
利
光
俊
彦
「
朝
鮮
古
代
の
冠
─
新
羅
─
」
金
関
恕
・
置
田
雅
昭
編
『
古
墳
文

化
と
そ
の
伝
統
』
西
谷
真
治
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
（
勉
誠
社
、
一
九
九
五

年
（

�
�

毛
利
光
俊
彦
「
朝
鮮
古
代
の
冠
─
伽
耶
─
」
堅
田
直
先
生
古
希
記
念
論
文
集
刊

行
会
編
『
堅
田
直
先
生
古
希
記
念
論
文
集
』（
真
陽
社
、
一
九
九
七
年
（

�
�

関
連
し
た
論
考
に
毛
利
光
俊
彦
「
中
国
古
代
北
方
民
族
の
冠
」
奈
良
文
化
財
研

究
所
編
『
東
ア
ジ
ア
考
古
学
論
叢
』（
奈
良
文
化
財
研
究
所
、
二
〇
〇
六
年
（

が
あ
る
。

�
�

韓
国
の
研
究
は
数
多
い
が
、
概
説
書
・
図
録
類
な
ど
を
除
い
た
朝
鮮
三
国
時
代

の
鳥
羽
冠
・
鳥
翼
冠
に
関
す
る
概
要
が
知
ら
れ
る
専
論
と
し
て
は
下
記
参
照
。

�
�

金
文
子
「
金
属
製
鳥
羽
飾
に
対
す
る
研
究
─
古
新
羅
・
加
耶
古
墳
出
土
品
を
中

心
に
─
」『
韓
国
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
』
五
─
四
、
二
〇
〇
一
年
〔
ハ
ン

グ
ル
文
献
〕

�
�

チ
ェ
・
ジ
ョ
ン
ウ
「
四
～
六
世
紀
新
羅
古
墳
出
土
冠
帽
研
究
」（『
蔚
山
史
学
』

一
二
、
二
〇
〇
六
年
（〔
ハ
ン
グ
ル
文
献
〕

�
�

金
文
子
「
加
耶
の
冠
帽
に
対
す
る
研
究
」（『
韓
服
文
化
』
二
一
─
二
、
二
〇
一

八
年
（〔
ハ
ン
グ
ル
文
献
〕
な
ど
。



佛
教
大
学
　
歴
史
学
部
論
集
　
第
一
三
号
（
二
〇
二
三
年
三
月
）

一
七

（
（（
（�

こ
の
よ
う
な
指
摘
は
数
多
い
が
、
早
い
時
点
で
の
研
究
と
し
て
は
下
記
論
文
を

参
照
。

�
�

李
龍
範
「
高
句
麗
人
の
鳥
羽
挿
冠
に
つ
い
て
」（『
東
国
史
学
』
四
、
一
九
五
六

年
（〔
ハ
ン
グ
ル
文
献
〕

（
（（
（�『
魏
書
』
巻
一
〇
〇
・
列
伝
第
八
八
・
高
句
麗

�
�

頭
著
折
風
、
其
形
如
弁
、
旁
插
鳥
羽
、
貴
賤
有
差
。

�
�

同
様
の
内
容
は
『
北
史
』
高
句
麗
伝
、『
周
書
』
高
麗
伝
に
も
み
え
る
。

�
�

『
隋
書
』
巻
八
一
・
列
伝
第
四
六
・
東
夷
・
高
麗
人
皆
皮
冠
、
使
人
加
插
鳥
羽
。

（
（（
（�『
旧
唐
書
』
巻
一
九
九
上
・
列
伝
第
一
四
九
上
・
東
夷
・
高
麗

�
�

官
之
貴
者
、
則
青
羅
為
冠
、
次
以
緋
羅
、
插
二
鳥
羽
、
及
金
銀
為
飾
、
…

（
（（
（�

類
似
の
内
容
は
『
周
書
』
高
麗
伝
、『
旧
唐
書
』
高
麗
伝
に
も
み
え
る
。

（
（（
（�

多
条
の
羽
根
か
ら
な
る
鳥
羽
冠
に
つ
い
て
は
、
高
句
麗
壁
画
古
墳
に
み
ら
れ
る

鶏
の
図
と
の
比
較
か
ら
、
冠
に
付
け
ら
れ
た
羽
は
鶏
の
も
の
と
断
じ
て
、
高
句

麗
に
お
け
る
鶏
神
の
信
仰
と
の
関
係
を
想
定
す
る
見
解
も
あ
る
。
傍
題
等
で
実

証
さ
れ
て
お
ら
ず
、
成
立
は
難
し
い
が
、
む
し
ろ
高
句
麗
に
お
い
て
、
こ
の
種

の
鳥
羽
冠
が
特
徴
的
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
議
論
で
あ
る
こ
と
を
端
的
に

示
し
て
い
る
。

�
�

徐
吉
洙
「
舞
踊
塚
の
四
神
図
と
鳥
羽
冠
に
対
す
る
再
検
討
─
高
句
麗
の
鶏
崇
拝

思
想
に
基
づ
い
て
─
」（『
歴
史
民
俗
学
』
四
六
、
二
〇
一
四
年
（〔
ハ
ン
グ
ル

文
献
〕

（
（（
（�

朝
鮮
総
督
府
編
『
朝
鮮
古
蹟
図
譜
』
第
二
冊
（
朝
鮮
総
督
府
、
一
九
一
五
年
（

�
�

付
図
に
用
い
た
書
き
起
こ
し
図
は
、
朱
栄
憲
原
著
、
永
島
暉
臣
慎
訳
『
高
句
麗

の
壁
画
古
墳
』（
学
生
社
、
一
九
七
二
年
（、
尹
世
英
「
装
身
具
」
韓
国
国
史
編

纂
委
員
会
編
『
韓
国
史
論
』
一
五
（
韓
国
国
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
八
六
年
（

〔
ハ
ン
グ
ル
文
献
〕
に
よ
る
。

（
（0
（�

朝
鮮
総
督
府
編
『
朝
鮮
古
蹟
図
譜
』
第
二
冊
（
前
掲
注
（（
（

�
�

付
図
に
用
い
た
書
き
起
こ
し
模
写
図
も
上
記
資
料
に
よ
る
。

�
�

な
お
、
本
論
の
高
句
麗
壁
画
古
墳
の
暦
年
代
は
下
記
を
参
照
し
た
筆
者
の
案
に

よ
る
。

�
�

朱
栄
憲
原
著
、
永
島
暉
臣
慎
訳
『
高
句
麗
の
壁
画
古
墳
』（
学
生
社
、
一
九
七

二
年
（

�
�

東
潮
『
高
句
麗
考
古
学
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
（

�
�

韓
国
文
化
財
研
究
所
遺
蹟
調
査
研
究
室
編
『
韓
国
考
古
学
専
門
事
典
』
古
墳
篇

（
韓
国
国
立
文
化
財
研
究
所
、
二
〇
〇
九
年
（〔
ハ
ン
グ
ル
文
献
〕

�
�

耿
鉄
華
『
高
句
麗
壁
画
研
究
』（
吉
林
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
（〔
中
国
語

文
献
〕

（
（（
（�

高
句
麗
古
墳
壁
画
人
物
図
の
書
き
起
こ
し
図
は
と
く
に
断
わ
り
の
な
い
か
ぎ
り
、

朱
栄
憲
『
高
句
麗
の
壁
画
古
墳
』（
前
掲
注
（（
（
に
よ
っ
た
。

（
（（
（�

鄭
好
燮
「
鳥
羽
冠
を
被
っ
た
人
物
図
の
類
型
と
性
格
─
外
国
資
料
に
現
れ
た
古

代
韓
国
人
の
姿
を
中
心
に
─
」（『
嶺
南
学
』
二
四
、
二
〇
一
三
年
（〔
ハ
ン
グ

ル
文
献
〕

（
（（
（�

台
湾
国
立
故
宮
博
物
館
所
蔵
品
。
写
真
は
台
湾
国
立
故
宮
博
物
院
デ
ー
タ
べ
ー

ス
に
よ
る
。

�
�

近
年
で
は
こ
れ
を
含
め
た
梁
・
職
貢
図
に
つ
い
て
、
総
合
的
な
研
究
が
あ
る
。

鈴
木
靖
民
・
金
子
修
一
編
『
梁
職
貢
図
と
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
』（
勉
誠
出

版
、
二
〇
一
四
年
（
そ
の
う
ち
、
こ
の
図
に
つ
い
て
の
資
料
的
位
置
づ
け
は
下

記
論
文
参
照
。

�
�

尹
龍
九
原
著
、
近
藤
剛
訳
「
梁
職
貢
図
」
流
伝
と
模
本
」、（『
木
簡
と
文
字
』

九
、
二
〇
一
二
年
原
載
（〔
ハ
ン
グ
ル
文
献
〕

（
（（
（�

陝
西
省
博
物
館
・
陝
西
省
文
物
管
理
委
員
会
編
『
唐
李
賢
墓
壁
画
』（
文
物
出

版
社
、
一
九
七
四
年
（〔
中
国
語
文
献
〕

�
�

陝
西
省
文
物
管
理
委
員
会
編
『
唐
李
賢
墓
李
重
潤
墓
壁
画
』（
文
物
出
版
社
、

一
九
七
四
年
（〔
中
国
語
文
献
〕

�
�

「
客
使
図
」
と
さ
れ
る
壁
画
の
鳥
羽
冠
を
被
っ
た
遣
使
を
唐
に
派
遣
し
た
国
に

つ
い
て
は
、
倭
・
渤
海
・
高
麗
・
高
句
麗
・
新
羅
の
諸
説
が
あ
っ
た
が
、
墓
の

年
代
や
政
治
的
状
況
等
か
ら
、
近
年
で
は
新
羅
使
と
す
る
見
方
が
強
ま
っ
て
い

る
。
諸
説
を
整
理
し
た
う
え
で
、
新
羅
使
と
す
る
近
年
の
論
考
と
し
て
下
記
参

照
。

�
�

王
維
坤
「
関
于
唐
章
懐
太
子
墓
壁
画
〝
東
客
使
図
〟
中
〝
新
羅
使
臣
〟
研
究
始

末
」（『
梧
州
学
院
学
報
』
二
七
─
四
、
二
〇
一
七
年
（〔
中
国
語
文
献
〕



線
刻
人
物
図
と
古
墳
時
代
地
域
集
団
の
対
外
認
識
（
門
田
誠
一
（

一
八

（
（（
（�

敦
煌
・
莫
高
窟
の
鳥
羽
冠
人
物
図
に
つ
い
て
の
最
近
の
論
考
は
下
記
参
照
。

�
�

沙
武
田
「
絲
綢
之
路
図
像
記
憶—

敦
煌
石
窟
朝
鮮
半
島
人
物
形
象
闡
釈
」（『
絲

綢
之
路
研
究
集
刊
』
二
〇
一
九
年
第
一
期
（〔
中
国
語
文
献
〕

�
�

李
昀
「
敦
煌
壁
画
中
的
職
貢
図
絵
研
究
之
一
─
維
摩
経
変
与
貞
観
《
王
会
図
》」

（『
芸
術
工
作
』
二
〇
二
一
第
六
期
（〔
中
国
語
文
献
〕

�
�

図
四
─
三
の
写
真
は
中
国
壁
画
全
集
編
集
委
員
会
編
『
中
国
壁
画
全
集　

敦
煌

（
初
唐
』（
遼
寧
美
術
文
物
出
版
社
、
一
九
八
九
年
（〔
中
国
語
文
献
〕、
書
き

起
こ
し
図
は
李
昀
論
文
に
よ
る
。

（
（（
（�

原
報
告
は
張
達
宏
・
長
啓
「
西
安
市
文
管
会
收
蔵
的
幾
件
珍
貴
文
物
」（『
考
古

与
文
物
』
一
九
八
四
年
第
四
期
（〔
中
国
語
文
献
〕

�
�

田
中
一
美
「
都
管
七
箇
国
盒
の
図
像
と
そ
の
用
途
」（『
佛
教
芸
術
』
二
一
〇
、

一
九
九
三
年
（

（
（（
（�

樊
維
岳
・
阮
新
正
・
冉
素
茹
「
藍
田
新
出
土
舎
利
石
函
」（『
文
博
』
一
九
九
一

年
第
一
期
（〔
中
国
語
文
献
〕

�
�

樊
維
岳
・
阮
新
正
・
冉
素
茹
「
藍
田
出
土
盝
頂
舎
利
石
函
」（『
考
古
与
文
物
』

一
九
九
一
年
年
第
二
期
（

（
（（
（�

外
山
舛
「
館
蔵
舎
利
容
器
（
上
（」（『
泉
屋
博
古
館
紀
要
』
第
八
巻
、
一
九
九

二
年
（

（
（（
（�

穴
沢
咊
光
・
馬
目
順
一
「
ア
フ
ラ
シ
ヤ
ブ
都
城
址
の
出
土
壁
畵
に
み
ら
れ
る
朝

鮮
人
使
節
に
つ
い
て
」（『
朝
鮮
學
報
』
八
一
、
一
九
七
六
年
（

�
�

影
山
悦
子
「
サ
マ
ル
カ
ン
ド
壁
画
に
み
ら
れ
る
中
国
画
の
要
素
に
つ
い
て
─
朝

鮮
人
使
節
は
ワ
ル
フ
マ
ー
ン
王
の
も
と
を
訪
れ
た
か
─
」（『
西
南
ア
ジ
ア
研

究
』
四
四
、
一
九
九
八
年
（

�
�

影
山
悦
子
「
サ
マ
ル
カ
ン
ド
出
土
「
外
国
使
節
の
間
」
の
壁
画
」
小
松
久
男
ほ

か
編
『
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
史
研
究
入
門
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
（

�
�

図
（
─
（
はL.I.

ア
リ
バ
ウ
ム
著
、
加
藤
九
祚
訳
『
古
代
サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
壁

画
』（
文
化
出
版
局
、
一
九
八
〇
年
（
に
よ
る
。

（
（0
（�

藤
枝
晃
「
維
摩
変
の
一
場
面
─
変
相
と
変
文
と
の
関
係
─
」（『
佛
教
芸
術
』
三

四
、
一
九
五
八
年
（

�
�

藤
枝
晃
「
維
摩
変
の
系
譜
」（『
東
方
学
報
』
三
六
、
一
九
六
四
年
（

（
（（
（�

イ
・
ヂ
ェ
ソ
ン
「
ア
フ
ラ
シ
ア
ブ
宮
殿
址
壁
画
の
〝
鳥
羽
冠
使
節
〟
に
関
す
る

考
察
─
高
句
麗
か
ら
サ
マ
ル
カ
ン
ド
ま
で
の
路
線
に
つ
い
て
─
（『
中
央
ア
ジ

ア
究
』
一
八
─
二
、
二
〇
一
三
年
（〔
ハ
ン
グ
ル
文
献
〕

（
（（
（�

鄭
好
燮
「
鳥
羽
冠
を
被
っ
た
人
物
図
の
類
型
と
性
格
─
外
国
資
料
に
現
れ
た
古

代
韓
国
人
の
姿
を
中
心
に
─
」（
前
掲
注
（（
（

（
（（
（�

渤
海
人
説
の
立
場
か
ら
、
鳥
羽
冠
の
人
物
と
こ
の
銀
盒
の
製
作
契
機
に
関
す
所

説
の
整
理
や
近
年
の
研
究
は
下
記
参
照
。

�
�

赤
羽
目
匡
由
「
都
管
七
国
六
瓣
銀
盒
に
刻
ま
れ
た
銘
文
の
解
釈
」『
渤
海
王
国

の
政
治
と
社
会
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
一
年
（〔
初
出
は
二
〇
〇
四
年
〕

（
（（
（�

王
会
図
は
唐
代
に
お
け
る
遠
国
か
ら
の
来
朝
を
契
機
と
し
て
、
周
代
の
文
献

（『
王
会
篇
』（
の
内
容
に
な
ら
っ
て
製
作
さ
れ
た
こ
と
が
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

�
�

長
廣
敏
雄
「
初
唐
の
名
匠
閻
立
徳
と
閻
立
本
」『
長
廣
敏
雄
中
国
美
術
論
集
』

（
講
談
社
、
一
九
八
四
年
（〔
初
出
は
一
九
五
九
年
〕

（
（（
（�

た
だ
し
、
仏
典
の
内
容
を
図
像
化
す
る
に
あ
た
っ
て
、
鳥
羽
冠
の
人
物
を
含
む

外
国
使
節
図
は
唐
代
の
実
際
の
遣
使
を
写
し
た
と
み
る
か
、
そ
れ
を
背
景
と
し

た
と
す
る
見
解
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
注
（（
の
論
文
参
照
。

（
（（
（�『
史
記
』
巻
六
七
・
仲
尼
弟
子
列
伝
第
七
・
仲
由

�
�

仲
由
字
子
路
、
卞
人
也
。
少
孔
子
九
歲
。
子
路
性
鄙
、
好
勇
力
、
志
伉
直
。
冠

雄
鶏
、
佩
豭
豚
、
陵
孔
子
。
孔
子
設
礼
稍
誘
子
路
、
子
路
後
儒
服
委
質
、
因
門

人
請
為
弟
子
。

（
（（
（�

市
原
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
編
『
市
原
市
山
倉
古
墳
群
』（
市
原
市
教
育
委
員
会
、

二
〇
〇
四
年
（

（
（（
（�

行
田
市
教
育
委
員
会
編
『
酒
巻
古
墳
群�:�

昭
和
（（
～
昭
和
（（
年
度
発
掘
調
査
報

告
書
』（
行
田
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
八
年
（

（
（（
（�
日
高
慎
「
埴
輪
に
み
る
渡
来
文
化
」『
東
国
古
墳
時
代
の
文
化
と
交
流
』（
雄
山

閣
、
二
〇
一
五
年
（

（
（0
（�
門
田
誠
一
「
装
飾
古
墳
に
お
け
る
大
陸
系
人
物
像
の
出
現
─
五
郎
山
古
墳
壁
画

を
中
心
と
し
て
─
」（
前
掲
注
（
（

�
�

な
お
、
山
倉
一
号
墳
出
土
の
人
物
埴
輪
と
舞
踊
塚
の
人
物
図
の
衣
服
の
類
似
は



佛
教
大
学
　
歴
史
学
部
論
集
　
第
一
三
号
（
二
〇
二
三
年
三
月
）

一
九

下
記
論
文
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

�
�

福
島
雅
儀
「
福
島
県
の
装
飾
横
穴
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
八

〇
、
一
九
九
九
年
（

�
�

図
は
筑
紫
野
市
教
育
委
員
会
編
『
五
郎
山
古
墳
』（
筑
紫
野
市
教
育
員
会
、
一

九
九
六
年
（
に
よ
っ
た
。

（
（（
（�

図
に
用
い
た
双
楹
塚
古
墳
の
書
き
起
こ
し
人
物
図
は
下
記
に
よ
っ
た
。

�
�

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
社
会
科
学
研
究
所
編
『
高
句
麗
の
文
化
』（
同
朋

社
出
版
、
一
九
八
二
年
（

（
（（
（�

張
維
慎
「
試
論
唐
代
女
子
拝
礼
的
拝
儀
及
其
適
用
場
合
」（『
陝
西
師
範
大
学
学

報
（
哲
学
社
会
科
学
版
（』
三
一
─
六
、
二
〇
〇
二
年
（〔
中
国
語
文
献
〕

（
（（
（�

基
本
的
要
素
で
あ
る
拱
手
を
含
む
跪
拝
礼
に
つ
い
て
は
か
つ
て
後
漢
～
唐
代
の

陶
俑
を
あ
げ
て
考
察
し
た
。

�
�

門
田
誠
一
「
跪
拝
と
倭
人
の
搏
手
」『
魏
志
倭
人
伝
と
東
ア
ジ
ア
考
古
学
』（
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
二
一
年
（〔
初
出
は
二
〇
一
九
年
〕

（
（（
（�

拱
手
を
含
む
中
国
の
伝
統
的
、
儒
教
的
な
拝
礼
の
方
法
と
礼
俗
に
関
し
て
は
下

記
参
照
。

�
�

藤
野
岩
友
『
中
国
の
文
学
と
礼
俗
』（
角
川
書
店
、
一
九
七
六
年
（

（
（（
（�

頭
椎
大
刀
に
関
し
て
は
下
記
論
考
を
参
照
。

�
�

桐
原
健
「
頭
椎
大
刀
佩
用
者
の
性
格
」（『
古
代
学
研
究
』
五
六
、
一
九
六
九

年
（

�
�

桐
原
健
「
頭
椎
大
刀
の
分
布
」「
頭
椎
大
刀
の
性
格
」『
信
濃
』（
学
生
社
、
一

九
七
一
年
（

�
�

穴
沢
咊
光
・
馬
目
順
一
「
頭
椎
大
刀
試
論�

福
島
県
下
出
土
例
を
中
心
に
し
て

（
付
・
頭
椎
大
刀
出
土
地
目
録
（」（『
福
島
考
古
』
一
八
、
一
九
七
七
年
（

�
�

桜
井
達
彦
「
頭
椎
大
刀
の
編
年
」（『
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
二
六
六
、
一
九
八

六
年
（

�
�

桜
井
達
彦
「
頭
椎
大
刀
の
編
年
に
関
す
る
一
考
察
」『
比
較
考
古
学
試
論�

─�

筑
波
大
学
創
立
一
〇
周
年
記
念
考
古
学
論
集�

─
』（
雄
山
閣
、
一
九
八
七
年
（

�
�

豊
島
直
博
「
頭
椎
大
刀
の
生
産
と
流
通
」（『
考
古
学
雑
誌
』
一
〇
二
─
一
、
二

〇
一
九
年
（

�
�

な
お
、
安
福
寺
横
穴
と
の
地
理
的
関
係
で
は
、
近
畿
地
方
で
も
出
土
例
・
発
見

例
（
奈
良
県
天
理
市
・
ハ
ミ
塚
古
墳
、
兵
庫
県
香
美
町
・
文
堂
古
墳
、
他
に
出

土
地
未
詳
例
（
が
知
ら
れ
て
い
る
。

（
（（
（�

朝
鮮
総
督
府
編
『
朝
鮮
古
蹟
図
譜
』
第
二
冊
（
前
掲
注
（（
（

（
（（
（�

山
本
彰
「
柏
原
市
安
福
寺
横
穴
群
の
騎
馬
人
物
に
つ
い
て
」（
前
掲
注
（
（

（
（（
（�

坂
本
太
郎
ほ
か
校
注
『
日
本
書
紀
』
上
〔
日
本
古
典
文
学
体
系
六
七
〕（
岩
波

書
店
、
一
九
六
七
年
（
四
八
五
～
四
八
六
頁

（
（（
（�

井
上
薫
『
行
基
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
五
八
年
（
二
〇
～
二
一
頁

�
�

佐
伯
有
清
「
馬
の
伝
承
と
馬
飼
の
成
立
」『
古
代
史
へ
の
道
』（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
七
五
年
（〔
初
出
は
一
九
七
四
年
〕

（
（0
（�

関
晃
「
初
期
の
帰
化
人
」『
古
代
の
帰
化
人
』
関
晃
著
作
集
第
三
集
（
吉
川
弘

文
館
、
一
九
九
六
年
〔
初
出
は
一
九
五
六
年
〕

�
�

加
藤
謙
吉
「
西
文
氏
と
フ
ミ
ヒ
ト
系
氏
族
」『
渡
来
系
氏
族
の
謎
』（
祥
伝
社
、

二
〇
一
七
年
（

（
（（
（�

田
辺
史
の
概
要
と
時
代
的
変
遷
に
つ
い
て
は
下
記
参
照
。

�
�

門
脇
禎
二
「
田
辺
史
に
つ
い
て
」
大
阪
府
教
育
委
員
会
編
『
田
辺
廃
寺
跡
発
掘

調
査
概
要
：
柏
原
市
田
辺
（
丁
目
所
在
』（
大
阪
府
教
育
委
員
会
、
一
九
七
二

年
（

（
（（
（�

佐
伯
有
清
『
新
撰
姓
氏
録
の
研
究　

研
究
篇
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
三

年
（
三
六
七
～
三
七
五
頁

（
（（
（�

吉
田
晶
「
地
域
史
か
ら
み
た
古
代
の
難
波
」
難
波
宮
址
を
守
る
会
編
『
難
波
宮

と
古
代
国
家
』（
塙
書
房
、
一
九
七
七
年
（

（
（（
（�

直
木
孝
次
郎
「
難
波
・
住
吉
と
渡
来
人
：
港
の
発
展
と
管
理
を
め
ぐ
っ
て
」

（『
相
愛
大
学
研
究
論
集
』
二
、
一
九
八
六
年
（
の
ち
『
古
代
難
波
と
そ
の
周

辺
』
直
木
孝
次
郎
古
代
を
語
る
（0
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
（
所
収

（
（（
（�
平
凡
社
地
方
資
料
セ
ン
タ
ー
編
『
大
阪
府
の
地
名
』
日
本
歴
史
地
名
大
系
第
二

八
巻
（
平
凡
社
、
一
九
八
六
年
（
七
九
八
～
八
〇
〇
頁

（
（（
（�
岸
俊
男
『
日
本
古
代
籍
帳
の
研
究
』（
塙
書
房
、
一
九
七
三
年
（
一
五
頁

（
（（
（�

岸
俊
男
『
日
本
古
代
籍
帳
の
研
究
』（
前
掲
注
（（
（
一
五
頁

�
�

佐
伯
有
清
『
新
撰
姓
氏
錄
の
研
究
：
孝
證
篇
』
第
五
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九



線
刻
人
物
図
と
古
墳
時
代
地
域
集
団
の
対
外
認
識
（
門
田
誠
一
（

二
〇

八
三
年
（

（
（（
（�
安
村
俊
史
「
高
井
田
山
古
墳
の
意
義
」『
群
衆
墳
と
古
墳
の
終
末
』（
清
文
堂
出

版
、
二
〇
〇
八
年
（

（
（（
（�
柏
原
市
教
育
委
員
会
編
（
『
平
尾
山
古
墳
群
』（
柏
原
市
教
育
委
員
会
、
一
九

九
五
年
（

�
�

安
村
俊
史
「
平
尾
山
古
墳
群
の
成
立
と
展
開
」『
群
衆
墳
と
古
墳
の
終
末
』（
前

掲
注
（（
（
な
ど
。

（
（0
（�

大
阪
府
教
育
委
員
会
編
『
田
辺
廃
寺
跡
発
掘
調
査
概
要
：
柏
原
市
田
辺
（
丁
目

所
在
』（
前
掲
注
（（
（

（
（（
（�

安
村
俊
史
「
高
井
田
横
穴
群
」『
群
集
墳
と
終
末
期
古
墳
の
研
究
』（
前
掲
注

（（
（〔
初
出
は
一
九
九
二
年
〕（

も
ん
た　

せ
い
い
ち　

佛
教
大
学
名
誉
教
授
（

二
〇
二
二
年
十
一
月
一
〇
日
受
理


